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県
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部
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済
集
会

　

‘18 
春
闘
で
、｢

職
員
募
集
期
」
ま
で

の
決
着
を
確
認
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

採
用
人
数
の
明
確
化
を
職
員
募
集
に
間

に
合
わ
せ
る
た
た
か
い
と
な
り
ま
す
。

　

昨
年
の
闘
争
の
総
括
時
に
、｢

日
程

が
男
女
平
等
推
進
闘
争
と
同
時
で
あ
っ

た
た
め
に
、
た
た
か
い
難
さ
が
あ
っ
た｣

と
の
単
組
か
ら
の
指
摘
が
あ
り
、
日
程

を
見
直
し
て
六
月
十
四
日
ヤ
マ
場
、

十
五
日
を
統
一
行
動
日
と
し
ま
し
た
。

　

人
員
確
保
闘
争
と
同
様
に
、
春
闘
確

認
書
の
具
体
化
を
獲
得
す
る
た
た
か
い

と
し
、
闘
争
日
程
は
六
月
二
十
一
日
ヤ

マ
場
、二
十
二
日
が
統
一
行
動
日
で
す
。

【
取
り
組
み
の
柱
】

①�

職
場
・
地
域
の
男
女
平
等
の
推
進

（
男
女
間
格
差
の
是
正
）

Ⅰ　
人
員
確
保
闘
争

Ⅱ　
男
女
平
等
推
進
闘
争

　

鳥
取
県
女
性
活
躍
推
進
課
が
三
月
に

発
行
し
た
「
鳥
取
県
男
女
共
同
参
画

マ
ッ
プ
」
を
参
考
に
課
題
解
決
を
進
め

ま
す
。

②�

職
場
・
地
域
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ

ン
ス
の
推
進

　

行
動
指
針
の
策
定
や
、
そ
の
具
体
策

を
講
じ
ま
す
。

③
職
場
・
地
域
の
社
会
的
格
差
の
解
消

　

臨
時･

非
常
勤
等
職
員
の
格
差
解
消

を
進
め
ま
す
。

　

特
に
二
〇
二
〇
年
四
月
施
行
の｢

会

計
年
度
任
用
職
員
」
制
度
に
つ
い
て
、

総
務
省
が
昨
年
八
月
に
発
出
し
た｢

会

計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
導
入
に
向
け

た
事
務
処
理
マ
ニ
ュ
ア
ル｣

に
示
さ
れ

た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
よ
っ
て
、
‘17 
確
定

闘
争
期
と
‘18 
春
闘
期
で
現
状
の
実
態
把

握
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
三
月
二
十
七
日
に
発
出
さ
れ

た
「
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
準
備

状
況
に
関
す
る
調
査
」
に
つ
い
て
も
、

労
使
協
議
を
経
て
提
出
す
る
こ
と
を
確

認
し
ま
す
。

④�

職
場
・
地
域
で
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の

な
い
職
場
づ
く
り

　

あ
ら
ゆ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
な
い
安

全
で
快
適
な
職
場
の
実
現
の
た
め
労
使

一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
実
施
し
ま

す
。

⑤�

職
場
・
地
域
で
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
関
す
る

理
解
を
深
め
る

　

理
解
を
深
め
、
必
要
に
応
じ
た
職
場

改
善
を
進
め
ま
す
。

⑥�

独
自
の
課
題
解
決
や
昨
年
ま
で
の
確

認
書
の
履
行

　

春
闘
並
び
に
今
闘
争
で
「
賃
金
」
以

外
の
課
題
を
解
決
し
、
‘18 
確
定
闘
争
に

向
か
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

意
し
、
学
校
用
務
職
場
の
設
立
に
つ
い

て
準
備
会
を
発
足
し
、
十
三
人
中
九
人

の
参
加
が
あ
っ
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け

に
全
体
の
組
織
化
に
取
り
組
め
る
よ
う

に
し
た
い
。

⃝

美
作
市
職
労

　

嘱
託
職
員
に
つ
い
て
、
昨
年
四
月
か

ら
、
十
五
分
の
勤
務
時
間
の
短
縮
を
さ

れ
る
こ
と
が
決
定
事
項
と
し
て
当
局
か

ら
通
知
さ
れ
た
。
当
時
は
深
く
考
え
て

い
な
か
っ
た
が
、
岡
山
県
本
部
の
学
習

会
に
参
加
し
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
に
な
っ

て
し
ま
う
と
思
っ
た
。
フ
ル
タ
イ
ム
に

戻
す
取
り
組
み
を
し
て
い
く
と
と
も

に
、
非
正
規
の
方
と
協
力
し
あ
っ
て
頑

張
り
た
い
。

⃝

八
頭
町
職
労

　

数
年
前
か
ら
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

の
民
間
委
託
と
い
う
話
が
当
局
と
の
交

渉
中
に
出
て
く
る
。
こ
れ
を
機
に
民
間

委
託
を
言
わ
れ
る
予
感
が
す
る
。
本
日

聞
い
た
こ
と
感
じ
た
こ
と
を
単
組
で
話

そ
う
と
思
っ
て
い
る

　

小
迫
局
長
は｢

現
業
の
歴
史
の
中

で
、
昔
は
現
業
職
場
は
臨
時･

非
常
勤

の
職
場
だ
っ
た
。
先
輩
方
の
運
動
で

我
々
が
正
規
と
し
て
働
く
職
場
に
位
置

づ
け
ら
れ
た
。
今
の
非
正
規
化
の
流
れ

に
我
々
が
お
か
し
い
と
声
を
上
げ
て
い

く
こ
と
を
共
通
認
識
と
し
て
ほ
し
い
。

一
緒
に
な
っ
て
闘
う
こ
と
が
組
織
化
の

意
味
。
不
条
理
な
こ
と
に
対
し
て
、
一

緒
に
お
か
し
い
と
言
う
こ
と
が
運
動
の

根
幹
で
あ
る｣

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
班
に
分
か
れ
仲
間
づ
く

り
の
模
擬
オ
ル
グ
を
行
い
、
参
加
者
か

ら
は
今
後
の
取
り
組
み
に
活
か
し
た
い

と
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

 

ま
と
め
（
小
迫
局
長
）

◆
今
後
の
予
定
◆

　

○
県
本
部
第
９
回
保
育
集
会

　
　
◇
と　

き　

７
月
８
日
（
日
）
10
時
～
15
時
30
分

　
　
◇
と
こ
ろ　

三
朝
町　

渓
泉
閣

非
正
規
職
員
の
処
遇
改
善
を

～
公
務
職
場
で
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
を
許
す
な
～

【
‘18 
現
業
組
織
集
会
】

　

中
国
地
連
現
業
評
議
会
は
、
五
月

十
九
日
～
二
十
日
に
米
子
市
で
‘18 
組
織

集
会
を
開
催
し
、
各
県
か
ら
九
十
五
人

の
仲
間
と
議
論
を
深
め
ま
し
た
。

｢岸 まきこ｣さんが激励の
あいさつに訪問されました

　

今
集
会
は
、
現
業
労
働
者
が
直
面
す

る
課
題
の
克
服
と
、
喫
緊
の
課
題
の
臨

時･

非
常
勤
等
職
員
の
仲
間
づ
く
り

（
組
織
化
）
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
ま
す
。

　
『
現
業
労
働
者
を
取
り
巻
く
情
勢
と

課
題
』
と
し
て
、
こ
れ
以
上
公
務
職
場

で
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
を
許
し
て
は
い
け

な
い
こ
と
、
非
正
規
の
処
遇
改
善
が
重

要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
も
組
織
化
が

必
要
で
あ
る
と
の
提
起
が
あ
り
ま
し
た
。

　
『
地
方
公
務
員
法
、
地
方
自
治
法
の

改
正
内
容
と
、
臨
時･

非
常
勤
等
職
員

の
処
遇
改
善
、
仲
間
づ
く
り
に
向
け
た

単
組
の
取
り
組
み
課
題
』
と
し
て
基
調

講
演
さ
れ
、
自
身
の
図
書
館
勤
務
経
験

を
基
に
改
正
法
の
問
題
と
今
後
の
現
業

評
議
会
が
果
た
し
て
い
く
べ
き
役
割
な

ど
に
つ
い
て
、
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

⃝

尾
道
市
職
労

　

六
百
人
の
非
正
規
が
い
る
が
組
織
化

が
進
ん
で
い
な
か
っ
た
。
組
織
化
を
決

中
央
本
部
　
小
迫
現
業
局
長
提
起

中
央
本
部

　
野
角
組
織
拡
大
局
長
講
演

 

単
　
組
　
報
　
告

春
闘
継
続
協
議
事
項
の
決
着
を

現在、｢岸 まきこ｣後援会入会を全組合員
の取り組みとして進めています。皆さんの、
いっそうの取り組みをお願いします。

鳥取県本部は

｢岸 まきこ｣さんを

推薦しています。

人
員
確
保
闘
争
・
男
女
平
等
推
進
闘
争
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五
月
十
九
日（
土
）、
米
子
市
の
国
際
フ
ァ

ミ
リ
ー
プ
ラ
ザ
で
第
２
回
県
本
部
共
済
集
会

を
開
催
し
二
十
八
単
組
八
十
一
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

初
日
の
全
体
会
で
は
、
西
村
共
済
推
進
委

員
長
が
主
催
者
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
を
し
、

共
済
運
動
の
始
り
は
労
働
運
動
の
始
り
で
あ

る
こ
と
に
言
及
す
る
と
と
も
に
、
参
加
者
が

集
会
で
学
ん
だ
こ
と
を
現
場
で
実
践
し
、
共

済
加
入
の
拡
大
に
向
け
積
極
的
に
取
り
組
む

こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
来
賓
と
し
て
自
治
労
本
部
・
杣

谷
中
央
副
執
行
委
員
長
、
全
労
済
自
治
労
共

済
本
部･

牧
野
常
務
理
事
、
全
労
済
鳥
取
推

進
本
部･

五
十
嵐
本
部
長
の
あ
い
さ
つ
を
い

た
だ
き
、
と
も
に
力
強
く
共
済
運
動
の
推
進

を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

【
全
体
講
演
】 �

　

全
体
講
演
で
は
、
株
式
会
社
ア
プ
レ
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
の
鹿
野
和
彦
代
表
が

｢

労
働
組
合
の
今
と
共
済
運
動
を
推
進
す
る

課
題｣

と
題
し
て
労
働
組
合
と
共
済
運
動
の

必
要
性
を
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
共

済
運
動
の
推
進
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

｢

伝
え
る
力｣

や
課
題
解
決
の
た
め
の
ス
キ

ル
な
ど
に
つ
い
て
講
義
を
行
い
、
理
解
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
事
例
報
告
】 �

　

取
り
組
み
重
点
単
組
と
な
っ
て
い
る
米
子

市
職
労
、
県
職
連
合
の
二
単
組
か
ら
、
自
主

福
祉
運
動
の
た
め
の
創
意
工
夫
に
あ
ふ
れ
た

特
徴
的
な
取
り
組
み
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

【
分
科
会
】 �

　

各
講
師
か
ら
共
済
活
動
に
役
立
つ
情
報
や

取
り
組
み
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
内
容
を
盛
り
込

ん
だ
講
座
が
展
開
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
科

会
参
加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

各
分
科
会
の
内
容･

講
師
は
、
第
一
分
科

会｢

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
と
保
障
設
計｣

、
Ｃ
Ｆ
Ｐ

瀬
戸
家
み
の
り
さ
ん
（
Ｆ
Ｐ
ハ
ー
ベ
ス
ト
）、

第
二
分
科
会｢

知
っ
て
得
す
る
年
金
セ
ミ

ナ
ー
年
金
額
か
ら
見
る
退
職
後
の
生
活
と
対

策｣

、
Ｃ
Ｆ
Ｐ
宮
下
貴
博
さ
ん
（
生
活
経
済

研
究
所
長

野
）、
第
三

分
科
会｢

労

働
者
自
主
福

祉
活
動
の
課

題
と
実
践｣

、

牧
野
達
成
さ

ん
（
全
労
済

自
治
労
共
済

本
部
常
務
理

事
）
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は｢

非
常
に
勉
強
に
な
っ

た
。
新
採
に
も
同
じ
よ
う
に
説
明
し
た
い｣

｢

初
め
て
自
分
の
年
金
に
つ
い
て
考
え
る
こ

と
が
で
き
、
大
変
よ
か
っ
た｣｢

グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
で
課
題
な
ど
を
見
つ
め
直
せ
た｣

と

い
っ
た
声
が
ア
ン
ケ
ー
ト
に
あ
り
ま
し
た
。

本
集
会
の
開
催
目
的
は
①
自
治
労
の
共
済
推

進
運
動
が
組
織
的
な
取
り
組
み
と
な
る
よ
う

に
、
単
組
の
共
済
推
進
委
員
、
担
当
役
職
員

の
経
験
の
交
流
を
図
る
②
単
組･

職
場
で
よ

り
実
践
的
に
活
用
で
き
る
取
り
組
み
事
例
な

ど
を
共
有
化
す
る
③
学
習
し
た
こ
と
を
す
ぐ

に
現
場
で
活
用
し
て
も
ら
う
よ
う
に
意
識
を

高
め
る
④
推
進
担
当
者
の
技
能
向
上
を
図

り
、
交
流
を
通
し
て
推
進
活
動
の
広
が
り
を

図
る
。
と
し
て
お
り
、
目
的
の
一
つ
で
あ
る

経
験
の
交
流
を
図
る
べ
く
全
体
交
流
会
を
行

い
集
会
を
終
え
ま
し
た
。

　

自
治
労
本
部
は
、
五
月
二
十
四
～

二
十
五
日
に
東
京
Ｔ
Ｏ
Ｃ
有
明
で
、
第

一
五
五
回
中
央
委
員
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
全
国
か
ら
中
央
委
員･

傍
聴
あ
わ
せ

て
約
六
百
人
が
参
加
し
、
す
べ
て
の
議
案

が
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
今
中
央
委
員
会
で
は
鳥
取
県
本
部

椎
木
副
執
行
委
員
長
（
伯
耆
町
職
労
）
が

議
長
と
し
て
、
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

　

自
治
労
本
部
は
、
立
憲
民
主
党
に
つ
い

て
、
昨
年
十
二
月
に
ま
と
め
た
綱
領
お
よ

び
基
本
政
策
は
、
自
治
労
の
政
策
と
お
お
む
ね
一
致
し
て
い
る
と
し
て
、
第
一
五
四
回
中
央

委
員
会
で
立
憲
民
主
党
の
支
援
を
確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
①
す
べ
て
の
原
発
の
速
や
か
な

停
止
・
廃
止
の
実
現
を
め
ざ
す｢

原
発
ゼ
ロ
基
本
法
案｣

の
提
出
、
②
政
府
の｢

働
き
方
関
連

法
案｣

の
対
案
と
し
て
、
労
働
者
保
護
を
よ
り
強
く
打
ち
出
し
て
い
る
こ
と
、
③
保
育
士
、

介
護
従
事
者
の
処
遇
改
善
や
人
材
確
保
の
た
め
の
議
員
立
法
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
い
る

こ
と
な
ど
、
働
く
者
の
た
め
の
政
策
や
自
治
労
の
政
策
実
現
に
向
け
た
積
極
的
な
対
応
と
評

価
で
き
る
こ
と
か
ら
、
比
例
代
表
選
挙
の
組
織
内
候
補
予
定
者
で
あ
る｢

岸
ま
き
こ｣

さ
ん

を
、
立
憲
民
主
党
か
ら
擁
立
す
る
こ
と
を
提
起
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
分
科
会
講
師

　

瀬
戸
家
み
の
り
さ
ん

｢

岸
ま
き
こ｣

さ
ん
立
憲
民
主
党
で
擁
立

2018年度県本部自治研集会

さあ、自治研を知ろう！やってみよう！
日　時　2018年７月14日（土）　13：30～
場　所　まなびタウンとうはく
内　容　活動報告　・米子市職労
　　　　　　　　　・江府町職労
　　　　　　　　　・北栄町職労
　　　　講演会　｢あなたの自治研ストーリー ｣
　　　　講　師　自治労愛媛県本部
　　　　　　　　　特別執行委員　西尾　祥之さん
問合せ　自治労鳥取県本部　浅井・櫃田

第 ２ 回

実
践
的
な
講
座
で
共
済
の
理
解
を
深
め
る

【
県
本
部
共
済
集
会
】


